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Welcome to the 
Open Source Meetup!



Open Source Meetup「オープンソース戦略をオープンに議論する会」

本⽇の司会進⾏

IPA デジタル基盤センター
オープンソース推進担当

今村 かずき
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Open Source Meetupについて

IPAオープンソース推進の活動として、2025年度からオープンソースエコシス
テムに関する情報発信と、国内を起点としたオープンソースエコシステムのリ
サーチに注⼒していきます。

推進活動の⼀環として、ミートアップは多様なアクターとの対話の場と考えて
います。

テーマは「オープンソースエコシステムをどのように変えていくか」。

本⽇はキックオフ︕

ミートアップは今後継続的に開催していく予定です。
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本⽇のミートアップのお題

「オープンソース戦略をオープンに議論する」

あるべき未来の姿に向けて、どんな戦略が必要なのか︖
オープンソースの政策・戦略について国内外および官⺠の事例を交えな
がら議論します。
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今⽇みなさんが得たこと・感じ
たことは、ぜひ友⼈やお知り合
いにシェアしてください︕
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本⽇のタイムスケジュール

18:30〜 オープニング

18:50〜 パネルディスカッション第1部

19:30〜 休憩（10分間）

19:40〜 パネルディスカッション第2部

20:25〜 クロージング＆集合写真撮影

20:30〜 ネットワーキングタイム

20:45 閉場

時間は⽬安です。進⾏の状況により前後することがあります。
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ミートアップ参加の⼼がけ 

この場にいる全員で、誰もが⼼地よいと思える場を
作っていきましょう。

＼オープンソースマインドの根底にあるのは「感謝」と「リスペクト」です︕／ 
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Slido（ライブQ&Aツール）

slido.com
#ipaoss
質問や感想、コメントなどお寄せください︕
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書き込み練習は
Pollsタブで
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書き込みボード
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参加後のアンケートにご協⼒ください︕

イベントの最後に再度ご案内します。
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取材・記録のために撮影が⼊ります

会場にいるみなさんの顔や姿が映り込む場合がありますことをご了承く
ださい。

もし映り込み不可の場合は、その旨を運営スタッフまでお伝えください。

または本イベントの問い合わせ先メールアドレスまでご連絡ください。 
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チェックイン

オープンソースと聞いて、真っ先に思い浮かぶ
キーワードは何ですか︖
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論点
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デジタル⾚字

⽇本のデジタル関連収⽀は、
2024年には▲6.65兆円の
⾚字となっており、今後も
増加していく可能性が⾼い。
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図表引⽤︓⽇経クロステック.⽇本の2024年の「デジタル⾚字」は2割増の6.6兆円、AIの普及で
拡⼤に拍⾞の懸念も デジタル⾚字額の推移（出所︓財務省統計を基に⽇経クロステック作成）
. https://xtech.nikkei.com/atcl/nxt/column/18/00001/10261/,(参照 2025-02-27)
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⽇本の⼈⼝推移

⽇本の総⼈⼝は、⻑期の減
少過程に⼊っており、
2030年に約1.2億⼈、
2050年には約1億⼈になる
と推測されている。
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出典︓⽇本の将来推計⼈⼝（令和5年推計）｜国⽴社会保障・⼈⼝問題研究所を基にIPA作成

https://www.ipss.go.jp/pp-zenkoku/j/zenkoku2023/pp_zenkoku2023.asp
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ソフトウェアエンジニアリングの変⾰

これから︓システムに合わせて業務を変えていく
Fit to Standard

状況に
適応しや
すくする

適応性

素早く
作る

俊敏性

無駄を
なくす

効率性

いままで︓業務にシステムを合わせていた
カスタマイズ多発
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ビルディング・ブロック
としてのオープンソース

ブロックを組み合わせていくように、
モジュールやコンポーネントといっ
た「部品」のひとつとしてOSSを活
⽤しシステムを設計する
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オープンソースの役割と価値

技術⾰新のスピードアップ 
• OSSは最新技術の迅速な活⽤を可能

にする

柔軟性と透明性
• OSSはカスタマイズ性が⾼く、商⽤

ソフトウェアにない⾃由度を提供
• セキュリティリスクの早期発⾒や修

正が可能になり、外部からの攻撃や
不正利⽤に対する耐性が強化される

無駄なコストの削減
• ライセンス費⽤が不要なため、投資

余⼒を⽣む
• 再利⽤と共有によるリソースの節約

標準対応
• 業界標準の形成と相互運⽤性の担保
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オープンソースエコシステムとは

エコシステムとは、⽣態系を意味する英語
「ecosystem」に由来。

異なる要素やプレイヤーが相互に影響し合いな
がら、全体として調和を保つ仕組み。

オープンソースエコシステムとは、
OSSを開発・活⽤する技術者、企業、学術・研
究機関、⾏政機関、OSSコミュニティが相互に
協⼒し、技術⾰新と持続的な成⻑を⽣み出す仕
組み。

オープンソースエコシステムの好循環がもたらす効果

ノウハウと技術共有を加速︓コミュニティを通じてイノ
ベーションの成功事例を拡散

持続可能性を向上︓継続的に進化するOSSプロジェクト
が技術の陳腐化を防ぐ

国際競争⼒を強化︓OSSプロジェクトを起点として国際
技術標準の策定に貢献することで、⽇本の影響⼒を拡⼤

⾼度なデジタル⼈材の育成を促進︓エンジニアは最新技
術に触れ、国際的な開発コミュニティでの経験を積むこと
で即戦⼒としての能⼒を⾼めることができる
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⽇本国内でのオープンソースエコシステムの課題

プレイヤー間の連携不⾜︓企業間や官⺠連携が弱く、特定のプレイヤーに負荷が集
中する

短期的利益への偏重︓⻑期的な視点での投資や協⼒体制の構築が苦⼿で、わかりや
すい⽬先のメリットを優先しがち

課題共有の不徹底︓エコシステム内のプレイヤーが直⾯する課題をオープンに議論
する⽂化が不⾜している

etc...

「コミュニティが持続しない」問題
21
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オープンソースコミュニティへの還元

産業界や⾏政機関らがオープンソース
エコシステムへの対応⼒をあげること
の重要性を理解し、オープンソースコ
ミュニティへの還元が実践できるよう
になることが不可⽋

オープンソース⼈材
組織の戦略的な
意思決定

基盤
（制度・基準、技術・運⽤ノウハウなど）

マインドセット

基礎となる技術⼒

コミュニティへの還元

ベネフィット



Open Source Meetup「オープンソース戦略をオープンに議論する会」

本⽇のサブテーマ

1. 開発の加速のためのオープンソース

2. 組織の戦略的な意思決定

3. 社会基盤としてのデジタル公共財
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パネルディスカッション第1部
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遠藤 雅⼈ ⽒
株式会社⽇⽴ソリューションズトヨタ⾃動⾞株式会社

渡邊 歩 ⽒
IPA

平本 健⼆

第1部 登壇者紹介

株式会社MIERUNE

古川 泰⼈ ⽒
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インプットトーク・テーマ1

開発の加速のためのオープンソース

遠藤 雅⼈ ⽒（トヨタ⾃動⾞株式会社）



開発の加速のためのオープンソース

Masato ENDO
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Masato ENDO
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Opensource for ALL

特許庁・内閣府 知的財産推進戦略推進事務局
「Opensource for ALL」
https://www.jpo.go.jp/resources/report/takoku/document/zaisanken_kouhyou/2019_06_2.pdf

https://www.jpo.go.jp/resources/report/takoku/document/zaisanken_kouhyou/2019_06_2.pdf
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Opensource for ALL

特許庁・内閣府 知的財産推進戦略推進事務局
「Opensource for ALL」
https://www.jpo.go.jp/resources/report/takoku/document/zaisanken_kouhyou/2019_06_2.pdf

https://www.jpo.go.jp/resources/report/takoku/document/zaisanken_kouhyou/2019_06_2.pdf
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特許庁・内閣府 知的財産推進戦略推進事務局
「Opensource for ALL」
https://www.jpo.go.jp/resources/report/takoku/document/zaisanken_kouhyou/2019_06_2.pdf

https://www.jpo.go.jp/resources/report/takoku/document/zaisanken_kouhyou/2019_06_2.pdf
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特許庁・内閣府 知的財産推進戦略推進事務局
「Opensource for ALL」
https://www.jpo.go.jp/resources/report/takoku/document/zaisanken_kouhyou/2019_06_2.pdf

https://www.jpo.go.jp/resources/report/takoku/document/zaisanken_kouhyou/2019_06_2.pdf
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特許庁・内閣府 知的財産推進戦略推進事務局
「Opensource for ALL」
https://www.jpo.go.jp/resources/report/takoku/document/zaisanken_kouhyou/2019_06_2.pdf

Opensource for ALL

https://www.jpo.go.jp/resources/report/takoku/document/zaisanken_kouhyou/2019_06_2.pdf
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特許庁・内閣府 知的財産推進戦略推進事務局
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https://www.jpo.go.jp/resources/report/takoku/document/zaisanken_kouhyou/2019_06_2.pdf

https://www.jpo.go.jp/resources/report/takoku/document/zaisanken_kouhyou/2019_06_2.pdf
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Opensource for ALL

特許庁・内閣府 知的財産推進戦略推進事務局
「Opensource for ALL」
https://www.jpo.go.jp/resources/report/takoku/document/zaisanken_kouhyou/2019_06_2.pdf

https://www.jpo.go.jp/resources/report/takoku/document/zaisanken_kouhyou/2019_06_2.pdf
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その後のトレンド「SBOM = Software Bill of Materials」

OEM自身でソフトウェア開発を実施
している場合も同様にSBOM提出

SBOM (ソフトに含まれるOSS等のリスト)は「リスクマネジメント」に

必須のアイテム。各業界での活用が進み、欧米では法規制の整備も進展

Tier1Tier2

（SBOM） （SBOM）

（ソフト頒布） （ソフト頒布）

バイナリ納品 チップ納品 自動車

OEM

ソースコード

</>
スキャン
ツール

提出フォーマットを規定
ex. SPDX-Lite

SBOM生成
各種フォーマット対応

・OSSライセンスポリシー
に基づいて受入管理

・脆弱性管理に使用

サプライチェーン

（SBOM管理）
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その後のトレンド「OSPO = Open Source Program Office」

OSSの「貢献」と「利用」を推進し、これらの活動を従業員が安心して行うことがで

きるよう、ルールやプロセスを含めた体制整備・運用を行う部門
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その後のトレンド「OSPO = Open Source Program Office」
グローバル企業はOSPOを持つのが普通のことに

欧米では政府や大学もOSPOを導入、国連もOSPOを支援

https://landscape.todogroup.org/

https://www.linuxfoundation.jp/wp-content/uploads/2024/11/jp_WorldofOS_EUSpotlight.pdf
https://interoperable-europe.ec.europa.eu/collection/ec-ospo
https://www.un.org/digital-emerging-technologies/content/open-source-week-2025

https://landscape.todogroup.org/
https://www.linuxfoundation.jp/wp-content/uploads/2024/11/jp_WorldofOS_EUSpotlight.pdf
https://interoperable-europe.ec.europa.eu/collection/ec-ospo
https://www.un.org/digital-emerging-technologies/content/open-source-week-2025
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インプットトーク・テーマ2

組織の戦略的な意思決定

渡邊 歩 ⽒（株式会社⽇⽴ソリューションズ）
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2024 Global Spotlight インサイト レポート

オープンソースの採⽤、貢献、価値提案、持続可能性に関する地域別・業界別の⽐較を収集するために、
Linux Foundation のグローバル コミュニティで実施された調査
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The Linux Foundation
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サマリ



44

地域分析(アジア太平洋)
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業界分析(政府及び公共サービス)
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OSSコントリビューター

回答者の所属地域内訳
ヨーロッパ 31%
アメリカ合衆国またはカナダ 30%
⽇本 10%
インド 8%
・・・
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遠藤 雅⼈ ⽒
株式会社⽇⽴ソリューションズトヨタ⾃動⾞株式会社

渡邊 歩 ⽒
IPA

平本 健⼆

第1部 登壇者紹介

株式会社MIERUNE

古川 泰⼈ ⽒



巨大ではない営利企業と
OSS

MIERUNE 古川泰人

20250307
Open Source Meetup
「オープンソース戦略をオープンに議論する会」



©Project PLATEAU / MLIT Japan

古川 泰人

自己紹介

FURUKAWA Yasuto

位置情報技術おぢさん(1998〜)

位置情報技術語るおぢさん(2016〜)

Code for Japan フェロー

酪農学園大学特任講師

総務省 地域情報化アドバイザー

など

Evangelist / Founder



2011/3/11

OSS💪

https://commons.wikimedia.org/wiki/File:SH-
60B_helicopter_flies_over_Sendai.jpg

https://commons.wikimedia.org/wiki/File:SH-60B_helicopter_flies_over_Sendai.jpg
https://commons.wikimedia.org/wiki/File:SH-60B_helicopter_flies_over_Sendai.jpg


https://www.ospn.jp/osc2011-kyoto/pdf/OSC2011kyoto_OSGeo.pdf

https://www.ospn.jp/osc2011-kyoto/pdf/OSC2011kyoto_OSGeo.pdf


OSC Hokkaido 

2012〜
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位置情報技術に強みを持つ
システムインテグレーター



売上イメージ

御社ッ弊社 御社ッ



社員数イメージ

弊社 御社ッ 御社ッ



ﾍｰｼｬ
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でもね…
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OSSコミュニティから誕生🐣

OSSへの継続的支援💪

 



©Project PLATEAU / MLIT Japan

社員数の２倍の公開

リポジトリ

Code



©Project PLATEAU / MLIT Japan

”OSS貢献の競争”に参加

総額800万円以上寄付

Community

https://maplibre.org/sponsors/

https://maplibre.org/sponsors/


©Project PLATEAU / MLIT Japan

400万PV
５００記事(Qiita)

ほかにもZenn・Dev.toなどなど

Blog

https://qiita.com/organizations/MIERUNE

https://qiita.com/organizations/MIERUNE
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「収奪的焼畑」を避ける

「つかう」から「つくる」



© 地理院地図 全国最新写真（シームレス）

🧑🔧 「GitHubのコミット見て…」
👩💻 「OSSのスポンサーですよね」
🙎 「こんどはつくる側になりたい」

採用応募者さんの声
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Issue 🤔

・ 大手企業さんなどがすごい利用してくださってる
 →多大な利益を獲得されている

→（なんか）モヤる

・ 小さな組織のOSSインセンティブ is 何？
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💡提案

こういうバッチがほしい

OSS輩出優良企業
★★★★

https://commons.wikimedia.org/wiki/File:%E5%B9%B3%E6%8
8%9030%E5%B9%B4%E6%8E%92%E5%87%BA%E3%82%
AC%E3%82%B950%EF%BC%85%E5%89%8A%E6%B8%9B
%E3%82%B9%E3%83%86%E3%83%83%E3%82%AB%E3%
83%BC.jpg

https://commons.wikimedia.org/wiki/File:%E5%B9%B3%E6%88%9030%E5%B9%B4%E6%8E%92%E5%87%BA%E3%82%AC%E3%82%B950%EF%BC%85%E5%89%8A%E6%B8%9B%E3%82%B9%E3%83%86%E3%83%83%E3%82%AB%E3%83%BC.jpg
https://commons.wikimedia.org/wiki/File:%E5%B9%B3%E6%88%9030%E5%B9%B4%E6%8E%92%E5%87%BA%E3%82%AC%E3%82%B950%EF%BC%85%E5%89%8A%E6%B8%9B%E3%82%B9%E3%83%86%E3%83%83%E3%82%AB%E3%83%BC.jpg
https://commons.wikimedia.org/wiki/File:%E5%B9%B3%E6%88%9030%E5%B9%B4%E6%8E%92%E5%87%BA%E3%82%AC%E3%82%B950%EF%BC%85%E5%89%8A%E6%B8%9B%E3%82%B9%E3%83%86%E3%83%83%E3%82%AB%E3%83%BC.jpg
https://commons.wikimedia.org/wiki/File:%E5%B9%B3%E6%88%9030%E5%B9%B4%E6%8E%92%E5%87%BA%E3%82%AC%E3%82%B950%EF%BC%85%E5%89%8A%E6%B8%9B%E3%82%B9%E3%83%86%E3%83%83%E3%82%AB%E3%83%BC.jpg
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休憩

10分後に再開します。

書き込みボードにぜひコメントを︕
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社会基盤としてのデジタル公共財

吉⽥ 泰⼰ ⽒（デジタル庁）



公共分野におけるOSS活⽤について



公共サービスにおけるOSSの意義と課題
デジタル公共サービスの構築では、効率性や相互運⽤性を意識した対応が必要となる。

• 利⽤者が多く存在する公共サービスにおいて税収や⼿数料を原資とする中でコストを低減した開発・運
⽤が求められる。

• 公共サービスは継続的な利⽤が考えられる中で、アップデートが効率的に実施されることが重要となる。
• 様々なサービスで共通に利⽤されるような機能は、モジュールとして実装しやすく、相互運⽤性が担保

されたものとして整備しておく必要がある。

こうしたニーズに対して、市場のOSSを活⽤すること、公共OSSを構築
することがデジタル公共サービスの発展・維持において重要となる。

市場のOSS利⽤に関する課題
• ⾏政側に調達仕様を検討する中でOSSの利⽤を判断できる⼈材が限られている。
• 調達ルールの中でOSSの利⽤が位置づけられていない。

公共OSSの構築に関する課題
• OSSのプロジェクトをリードし、コミュニティを育てられる⼈材や組織（OSPO）がない。
• どんなソフトウェアをOSSとして実装するかの戦略がない。
• ⾏政機関に調達成果物のソースコードを管理し、再利⽤するという概念が組織運営上ない。



海外ではパブリックセクターにおけるデジタル公共財（DPGs）、デジタル
公共インフラ（DPI）に関する知⾒の共有が進んでいる。

https://digitalpublicgoods.
net/who-we-are/

https://dpimap.org/

• 国連によるグローバルデジタルコンパクト（GDC）でのデジタル公共財の記載では、“オープンソースソフトウェア、オー
プンデータ、オープン⼈⼯知能モデル、オープンスタンダード、オープンコンテンツを含むデジタル公共財”となっている。

• デジタルパブリックグッズアライアンス（DPGA）がDPGsのリスト化、ユニバーシティカレッジオブロンドンが各国にお
けるDPIのマッピングを進めている。

https://digitalpublicgoods.net/who-we-are/
https://digitalpublicgoods.net/who-we-are/
https://dpimap.org/


DPIとして整備されたソフトウェアをOSS化し、DPGsとして他国に展開する取組
も進んでいる。

エストニア X-ROAD インド MOSIP

韓国 e-government framework シンガポール

https://x-road.global/ https://www.mosip.io/#1

https://www.egovframe.go.kr/eng/main.do
https://www.developer.tech.gov.sg/pro
ducts/categories/open-source/

https://x-road.global/
https://www.mosip.io/
https://www.egovframe.go.kr/eng/main.do
https://www.developer.tech.gov.sg/products/categories/open-source/
https://www.developer.tech.gov.sg/products/categories/open-source/


デジタル公共財
(DPGs)

DPIとDPGsの概念
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デジタル
公共インフラ
(DPI)

• DPGsはオープンソースとして、⺠間も
含む多様なステークホルダーによって
開発‧維持される。

• DPIは社会インフラであるため、公共
セクターによって安定的に開発‧維持
される必要がある。

デジタル公共インフラ(DPI)もデジタル公共財(DPGs)も以下の点は共通
• 新しいデジタルサービスを開発するための社会コストを低減する
• 市⺠や事業者に対して標準化されたデジタルサービスの機能や体験を提供する

DPIはDPGsによっ
て構築されうる

DPIとDPGの関係性

※国際的にもDPIの定義はまだ定まっていないとされている。

DPIをDPGsとして
展開するケースあり



ソフトウェア標準
（OSS）API標準

なぜOSSなのか

データ標準

• 相互運⽤性の観点からはデータ標準、API標準を定めても、それをどのようなユースケースで利
⽤するのかが不明で使われないケースが多いのではないか。

• また共通のユースケースにおいて重複開発を避ける上でもOSSの活⽤が有効

どんな規則でデー
タを整備するかを
表すもの

どんな規則で機
械可読な形で
データを提供す
るかを表すもの

どんなユースケース
でデータを利⽤する
のかを表すもの
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自己紹介

土肥 真梨子 Mariko DOI

2018年入社。前職でのインフラシステムのUI/UX/サービスデザインの経

験を活かし、スマートシティや都市計画関係の業務に携わる。特に国土交通

分野に関する将来ビジョン検討プロジェクトを複数担当。2023年からは、都

市分野におけるDX関連業務を中心に従事。国土交通省の3D都市モデル整

備・活用プロジェクト「Project PLATEAU」のユースケース開発において、

デジタルツイン＆XRを活用した市民参加型まちづくりや、国土交通省の分

野横断的なDX推進プロジェクト「Project LINKS」において、オープンデー

タ推進等に従事している。

日建設計総合研究所 不動産・データ戦略部 研究員
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Concept

Project LINKSは、
国土交通省の分野横断的なDX推進プロジェクトです。

これまで活用されてこなかった様々な行政情報を

「データ」として再構築し、

これを活用できるようにすることで、

データに基づく政策立案の推進（EBPM）や、

新たなビジネス創出（オープン・イノベーション）

の実現を目指します。
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Project LINKS 国土交通分野のデータ整備・活用・オープンデータ化プロジェクト

現状 目指す姿

国土交通分野の膨大な「情報」は保有
しているが、利用可能な「データ」には
なっていない「宝の持ち腐れ」状態。

オープン・イノベーション創出

生成AI（LLM)技術を用いてWord等のデー
タを機械処理・二次利用可能なデータに自動
処理する仕組みを開発。

データ整備コストを劇的に低減。
イメージ例：

ドローン事故情報をオープンデータ化することで、
ドローン事業者向けの事故情報検索・安全アドバイザリー サービスに活用

イメージ例：

観光統計情報（アンケート）をデータ化することで、
周遊促進施策の立案やオーバーツーリズム対策等に活用

膨大な国土交通分野の行政情報が
利用可能に

※ LINKS: Linking Innovation, opeN data, Knowledge, and Solutions 
プ ロ ジ ェ ク ト リ ン ク ス

政策立案におけるデータ活用

データ整備スキームの確立

p 急速に進展する人口減少・少子高齢化に対応し、防災、交通、まちづくり等の多様な分野における官民の生産性を向上させるため、
政策やビジネスにおけるデータ活用や新サービス創出等を進める必要がある。

p 幅広い施策・制度・手続を所管する国土交通省には膨大な行政情報が蓄積。これを「データ」として整備し、官民が利用可能な環境
を構築することで、国土交通分野の基礎的な情報インフラを提供。

p オープンデータを利用したビジネス創出や政策立案におけるデータ活用を促進し、社会全体の生産性向上を実現。
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1 ❘ データの拡充 国⼟交通省保有の⾏政情報をはじめとする
官⺠保有情報のデータ化を推進する。

2 ❘ EBPMの推進
データを⽤いて
政策⽴案・執⾏・評価のプロセスを科学化

する。

3 ❘ オープン・イノベーションの推進 官⺠のオープンデータを拡充して
新たなサービスを創出する。

国土交通分野のデータ拡充と官民の多様な分野におけるデータ活用の推進による新たな価値の創出を目指す分野横断的なDXの取組

P r o j e c t  L I N K S （ Linking Innovation, opeN data, Knowledge, and Solutions）  を2024年度から新たに始動する。
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Project LINKS ║ 2024

Scope



L INKS Veda’s  Overv iew

LINKS Vedaとは アクロニム

LINKS Veda(ヴェーダ)は、LLM（大規模言語モデル）を用いて自然言語を解析し、

非構造データから意味情報を抽出。指定されたカラムに格納することで、テー
ブルなどに構造化されたデータを自動生成するシステムです。

国土交通省が保有する膨大な行政情報をデータ化し、誰もが探索可能なデータ
アクセス基盤を実現します。

Veda:
Verbal Exploring system for Data Access

LLMを駆使したVedaを用いることで、生成モデル（AIがデータを学習
し、予測、新たなデータとして生成するモデル）やプロンプトをノー
コードで（口語で）誰でも直感的に活用できるようになります。

Verbal

画像や文章などの非構造データを大規模言語モデルが「探索」し、
意味を抽出。機械判読可能なデータとして抽出します。

Exploring

非構造データを構造化データとして再構築、再生成する仕組みは、
これまで「宝の持ち腐れ」となっていた大量の行政情報を「データ」
として生まれ変わらせ、アクセス可能とします。

Data Access
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国土交通省保有行政情報から作成したデータを用い、オープンデータ化及び活用事例の技術実証を行う。

84

オープンイノベーションの推進

G空間情報センターでのデータ公開 ※今後順次公開!アイデアソン／ハッカソンの開催

l キックオフイベント：2024年9月16日
l アイデアソン：2024年10月5日
l ハッカソン：2024年11月23日～24日
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LINKSのオープンデータの例

一般旅客定期航路
事業データ

一般旅客定期航路事業許可申
請書や事故調査報告書、気象
庁の海上分布予想データ。

無人航空機飛行計
画データ

無人航空機（ドローン）の飛行
計画、事故等報告一覧、操縦者
リスト、機体登録データ。

貨物自動車運送事
業データ

貨物トラックの事業（貨物自動
車運送事業）に関する事業報
告書、毎月の勤労統計調査
データ。

内航海運業事業
データ

内航海運業（貨物船の運送、貸
渡し、管理をする事業）に関す
る事業概況報告書（営業概況
／損益明細書等）や登録申請
書のデータ。

モーダルシフト関連
データ（貨物船、貨物鉄
道、経路検索データ）

モーダルシフト（トラック等による
貨物輸送を環境負荷の小さい鉄道
や船舶の利用へと転換すること）に
関連する、JR貨物の時刻表、JR貨
物駅の位置情報、貨物船とフェリー
の時刻表、および複数交通モードの
経路探索結果のデータ。

国土交通省組織管
内図データ

河川や道路を含む管内図（国
土交通省の各出先機関が管轄
するエリアを示す地図）のデー
タ、所管組織・所管業務・所管
手続のデータ。

倉庫業データ

倉庫業の登録関連データ、倉
庫使用状況報告データ、事業
者棟別リスト、物流拠点データ。

自動車運送事業事
故データ

自動車運送事業の事故報告書、
警察庁の交通事故統計情報の
データ。

GTFS-
Schedule/GTFS-
RT
GTFS（General Transit Feed 
Specification）は交通関連情報を
データとして配信するための国際
標準仕様。公共交通オープンデータ
センターから、国内では鉄道、バス、
航空、シェアサイクルに関するデー
タセットを公開中。
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デジタル公共財の推進事例

一般社団法人コード・フォー・ジャパン / 関 治之
hal@code4japan.org 

2025年3月6日 IPA オープンソース戦略をオープンに議論する会

mailto:hal@code4japan.org
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Code for Japan の注力分野
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デジタルによる
民主主義の
アップデート

デジタル公共財の
創出

ともに考え、
ともにつくる
プロジェクト創出



東京都の新型コロナウイルスサイト



GitHub というサイトでオープンソース化



東京都のサイト公開に対し、世界中から貢献があった

3週間の間に
224 名が改善に協力
750 件の提案
671 件が取り入れられる



⾏政は、オープンソースに投資すべき

https://note.com/hal_sk/n/nc9df8b8fd765 

1. 進めたい政策の理解や
発展につながる

2. 自治体ごとに同じような
システムを個別に作ら
なくて良くなる

3. 社会的な知的資本の蓄
積に繋がる

なぜなら・・・

https://note.com/hal_sk/n/nc9df8b8fd765


同じようなシステムを個別に作らなくて良くなる

今回、70以上の自治体でこのサイトが活
用されたが、いつものように各自治体ごと

に仕様書から作っていたら、どれだけの費
用と時間、人手がかかっただろうか？



東京都サイトでは、様々な情報が瞬時にまとめられた



Be Open!
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デジタル公共財創出を阻む、地方自治法
地方自治法二百三十八条
この法律において「公有財産」とは、普通地方公共団体の所有に属する財産のうち次に掲げるもの（基金に属するものを除
く。）をいう。
（略）
五  特許権、著作権、商標権、実用新案権その他これらに準ずる権利
※つまり、ソフトウェアは公有財産にあたる。そして、公有財産は行政財産と普通財産に分けられる。
第二百三十八条の四 行政財産は、次項から第四項までに定めるものを除くほか、これを貸し付け、交換し、売り払い、譲
与し、出資の目的とし、若しくは信託し、又はこれに私権を設定することができない。
※国有財産法でも類似の記述があるが、「著作権」は行政財産だが、「著作物」は国有財産法から見て対象外、という整理
をしている。
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申し込み時にいただいていたご質問
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チェックアウト

みなさんの”ワクワク”や”不安”を教えてください︕

この後のネットワーキングタイムでぜひ書き込みボードにコメントして
ください︕
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アンケートにご協⼒ください︕
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集合写真撮影
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ネットワーキングタイム（〜20:45）

お帰りの際は名札と⼊館証の返却をお忘れなく︕
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